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海外通信キャリアが遠隔から 5G オープン RAN による仮想化基地局の 

検証環境を利用できる「シェアドオープンラボ」を提供開始 
～自前の検証環境の構築が不要となり、仮想化基地局の導入前コストの削減に寄与する～ 

 

株式会社 NTT ドコモ（以下、ドコモ）は、海外通信キャリアに最適なオープン RAN を提供する      

「5G オープン RAN エコシステム」（以下、OREC）において、海外通信キャリアが海外にいながら、        

仮想化基地局（以下、vRAN）の検証を行うことができる「シェアドオープンラボ」（以下、本オープンラボ）を、 

2022 年 2 月 28 日（月）から提供開始します。 

これは、ドコモが 2021 年 10 月に横須賀のドコモ R&D センタにて構築した vRAN の検証環境を        

海外通信キャリアに公開するものです。 

 

ドコモは、長年オープン RAN を推進し、2020 年 3 月に世界で初めて全国規模でオープン RAN にて    

5G サービスを開始しました。現在の 5G 基地局数は 10,000 局を超え、1,000 万以上の契約者が        

利用しています。この着実に積み重ねたノウハウを活用し、OREC においてパートナーが持つ強みを   

最大限に発揮し、お互いの強みを融合させることで、オープン RAN の普及につながる柔軟で拡張性が  

高い vRAN の 2022 年度内での商用化をめざすとともに、海外通信キャリアへの提供に向けた取組みを

OREC パートナー13 社※と推進しています。 

 

通信キャリアが新たに基地局を選定する際には、基地局ベンダーの持つ研究施設（ラボ）、または   

通信キャリアが自前で構築したラボにおいて、基地局の機能や性能を確認することが一般的です。    

本オープンラボを活用することで、遠隔から vRAN の検証が可能となり、基地局ベンダーのラボに訪問する

ことや、自前でラボを構築する必要がなく、基地局導入前に機能や性能を確認することができます。    

これにより、これまで新たに基地局を導入する前にかかっていたラボの構築や移動にかかるコストを   

低減できることが期待されています。 

 

 

 

トピックス 



ドコモは、本オープンラボを活用し海外通信キャリアも含む幅広いステークホルダーとの連携を       

さらに深め、多様化するニーズに柔軟かつ迅速に応えられるオープンネットワーク、特にオープン RAN や

vRAN の早期普及に向けて、技術やノウハウの確立に貢献してまいります。 

 

※  「既存パートナー 13 社」とは、 AMD 、 NVIDIA 、 Qualcomm Technologies, Inc.、 Wind River、インテル株式会社、           

ヴイエムウェア株式会社、株式会社 NTT データ、デル・テクノロジーズ株式会社、日本電気株式会社、              

日本ヒューレット・パッカード合同会社、富士通株式会社、マベニアおよびレッドハット株式会社です。 

 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社 NTT ドコモ 
R&D 戦略部 グローバル技術推進室 

Mail: 5g_open_ran_ecosystem-ml@nttdocomo.com 


